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会
員
交
流
会

通
常
総
会

二
月
例
会

（
前
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

（
岡
村
理
事
長
）
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち

も
先
輩
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
事

業
を
乙
訓
地
域
の
為
に
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
最
後

に
乙
訓
地
域
で
の
向
日
市
の
位
置
づ
け
と

乙
訓
青
年
会
議
所
に
対
す
る
要
望
な
ど
を

一
言
頂
け
ま
す
か
。

（
久
嶋
市
長
）
向
日
市
は
一
二
三
〇
年
前
、

都
が
あ
っ
た
時
代
に
朝
堂
院
や
大
極
殿
の

あ
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
セ
ン
タ
ー
だ
と
考
え
、

皆
さ
ん
に
、
都
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
乙
訓
青
年
会
議
所
の
皆
様
に

は
、
も
っ
と
積
極
的
に
行
政
に
参
加
し
て

頂
き
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
乙
訓
青

年
会
議
所
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
私
は

最
近
よ
く
地
元
の
飲
食
店
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
向
日
市
の
飲
食
店
は
本
当
に
美
味

し
い
お
店
が
多
い
で
す
よ
。

（
岡
村
理
事
長
）
市
長
が
地
元
の
飲
食
店

を
利
用
さ
れ
る

事
も
、
ひ
と
つ

の
地
域
活
性
に

繋
が
り
ま
す
ね
。

本
日
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

一
月
三
十
日
、
長
岡
京
市
立
中
央
公
民
館

三
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
通
常
総
会
で
は
二
〇
一
二
年
度

の
事
業
報
告
や
決
算
報
告
が
滞
り
な
く
済
み
、

二
〇
一
三
年
度
予
算
が
承
認
さ
れ
、
二
〇
一

二
年
度
坂
田
理
事
長
よ
り
二
〇
一
三
年
度
岡

村
理
事
長
へ
と
無
事
に
引
き
継
ぐ
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
開
訪
問
と
致
し
ま
し
て
公
益
社

団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
近
畿
地
区
京
都
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
山
添
宏
明
会
長
が
訪
問
さ
れ
、

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
日
本
青

年
会
議
所
の
今
年
度
の
方
向
性
か
ら
始
ま
り
、

京
都
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も

あ
る
、
全
て
と
の
「
つ
な
が
り
」
か
ら
始
ま

る
勇
壮
な
る
京
都
の
実
現
に
向
け
て
熱
い
思

い
を
語
っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
日
本
青
年
会

議
所
や
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
つ
い
て
も

ご
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
入
会
間
も
な
い

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
日
本
青
年
会
議
所
の

組
織
の
成
り
立

ち
を
理
解
で
き

る
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た

し
、
乙
訓
青
年

会
議
所
メ
ン

バ
ー
全
員
が
勇

壮
な
る
京
都
の

実
現
に
む
け
一

丸
と
な
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

(

記
事　

足
立　

雅
也)

　

二
月
十
四
日
（
木
）

大
山
崎
町
立
中
央
公

民
館
一
階
ホ
ー
ル
に

て
、
二
月
例
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

会
員
拡
大
委
員
会

は
、
本
年
度
、
一
〇
〇
名
の
会
員
拡
大
を
目
標

に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
目
標
人
数
は
委
員

会
メ
ン
バ
ー
の
活
動
だ
け
で
は
困
難
な
事
で
あ

り
メ
ン
バ
ー
全
員
が
一
致
団
結
し
、
会
員
拡
大

に
つ
い
て
の
必
要
性
と
手
法
を
理
解
す
る
と
共

に
、
乙
訓
青
年
会
議
所
の
魅
力
を
伝
え
る
事
の

重
要
性
を
再
認
識
し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

第
一
部
で
は
、
委
員
会
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
、
会
員
拡
大
の
必
要
性
と
手
法
を
発
表
致
し

ま
し
た
。
会
員
拡
大
の
必
要
性
と
乙
訓
青
年
会

議
所
の
今
後
の
現
状
を
お
伝
え
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
筆
賢
太
郎
君
、山
田
崇
宏
、

君
、
末
田
博
士
君
を
パ
ネ
ラ
ー
に
お
呼
び
致
し

ま
し
て
、
過
去
の
会
員
拡
大
の
経
験
談
を
踏
ま

え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
貴
重

な
お
話
を
聞
く
事
で
会
員
拡
大
の
重
要
性
を
理

解
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
部
で

は
、
岡
村
理
事
長
よ
り
大
号
令
と
致
し
ま
し
て

熱
い
激
励
を
い
た
だ
き
、
会
員
拡
大
に
対
す
る

決
意
と
拡
大
は
Ｌ
Ｏ
Ｍ
全
体
の
活
動
で
あ
る
と

言
う
事
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
に
も
乙
訓
青
年
会
議
所
の
現
状
を

把
握
し
て
頂
き
、
ま
た
今
後
ど
の
様
に
活
動
し

て
い
け
ば
良
い
の
か
を
理
解
し
て
頂
き
、
会
員

拡
大
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
自
ら
が
率
先
し

て
活
動
す
る
事
の
重
要
性
を
ご
理
解
頂
け
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

第
四
部
で
は
、
各
委
員
会
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
な
入
会

の
手
法
や
今
年
の
入
会
者
目
標
達
成
人
数
な

ど
・
ま
た
入
会
候
補
者
に
ど
の
様
に
伝
え
れ
ば

入
会
へ
と
繋
が
る
の
か
を
委
員
会
で
話
合
い
を

し
て
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
皆

様
が
経
験
し
て
来
ら
れ
た
事
や
会
員
拡
大
に
対

す
る
考
え
な
ど
熱
い
議
論
を
交
わ
し
、
自
分
を

見
つ
め
、
新
た
な
仲
間
に
魅
力
を
伝
え
る
事
が

大
切
で
あ
る
事
を
再
認
識
頂
け
た
と
考
え
ま

す
。

　

委
員
会
ま
と
め
に
お
い
て
は
、
会
員
拡
大
活

動
す
る
事
に
よ
り
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
の
出

会
い
や
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
刺
激
を
受
け
自
己

の
成
長
に
も
繋
が
る
と
共
に
青
年
会
議
所
の
魅

力
を
伝
承
し
て
い
く
事
の
重
要
性
を
感
じ
て
頂

け
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
毎
月
第
一
水
曜
日
に

乙
訓
Ｊ
Ｃ
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
入
会
候
補
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
乙

訓
青
年
会
議
所
事
務
局
ま
た
は
会
員
拡
大
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
頂
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（
記
事　

谷
口
直
満
）

青
少
年
育
成
委
員
会

正
副
理
事
長
会
議

Ｊ
Ｃ
運
動
情
報
委
員
会

乙
訓
Ｊ
Ｃ
説
明
会

三
月
例
会

ビ
ジ
ョ
ン
会
議

（
仮
）
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
員
交
流
委
員
会

会
員
拡
大
委
員
会

理
事
会

人
間
力
向
上
委
員
会

総
務
財
政
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

子
ど
も
の
広
場

フ
ラ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
ⅴ
ｅ
ｒ
６

中
央
渉
外
学
習
セ
ン
タ
ー　
　
　

  

第
二
十
回
乙
訓
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ケ
イ
ジ
ャ
ー
ズ
カ
ッ
プ

第
二
回
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
１
グ
ラ
ン
プ
リ

　

二
月
二
日

（
土
）、
会
員
交

流
委
員
会
の
設

営
に
よ
り
会
員

交
流
会
と
し
て

委
員
会
対
抗
の

ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ボ
ー
リ

ン
グ
を
得
意
と

す
る
メ
ン
バ
ー

も
そ
う
で
な
い

メ
ン
バ
ー
も
和

気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で

楽
し
み
ま
し
た
。

例
年
よ
り
早
い

時
期
で
の
開
催

と
な
っ
た
今
年

の
会
員
交
流
会
、

委
員
会
ご
と
に
チ
ー
ム
に
分
か
れ
る
事
で
本
年

度
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
の
交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
、
更
な
る
親
睦

を
す
る
事
に
よ
り
今
後
の
活
発
な
青
年
会
議
所

活
動
に
繋
げ
て
い
き
、
ま
た
入
会
の
浅
い
メ
ン

バ
ー
と
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
ン
バ
ー
と
話
を
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
良
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

（
記
事　

中
路
耕
太
）

三
月
三
Ｌ
Ｏ
Ｍ
合
同
オ
ー
プ
ン
例
会
の
ご
案
内

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
も
と
、
混
沌
と
し
て

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
人
間
力
向
上
委
員

会
で
は
こ
の
様
々
な
状
況
に
こ
そ
、Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ

Ｅ
Ｅ
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、
地

域
に
対
し
行
動
し
続
け
る
為
に
も
人
間
力
を

向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
社
団
法
人
亀
岡
青
年
会
議
所
、
一
般

社
団
法
人
船
井
青
年
会
議
所
と
共
に
開
催
す

る
三
月
三
Ｌ
Ｏ
Ｍ
合
同
オ
ー
プ
ン
例
会
で
は
、

講
師
に
株
式
会
社
喜
田
寛
総
合
研
究
所
の
喜

田
寛
氏
を
お
招
き
し
、「
よ
り
良
い
人
間
関
係

を
築
く
為
の
洞
察
力
〜
人
の
為
に
行
動
出
来

る
人
物
へ
〜
」
と
題
し
て
人
間
力
を
向
上
す

る
為
に
、
本
質
を
見
抜
く
洞
察
力
に
関
す
る

例
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
皆
様
に
ご
参
加
頂
け
る
オ
ー

プ
ン
例
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

　

二
〇
一
三
年
三
月
十
四
日
（
木
）

　

十
八
時
三
〇
分
〜
二
十
一
時
〇
〇
分

　
（
登
録
開
始
十
八
時
〇
〇
分
）

●
会
場　

　

長
岡
京
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
三
階

　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
バ
ン
ビ
オ
一
番
館
内
）

●
電
話　

　

〇
五
〇―

七
一
〇
五―

八
五
〇
〇

人
間
力
向
上
委
員
会　

委
員
長　

山
東
尚
史
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